
（案）

計 画 書

名護都市計画下水道の変更（名護市決定）

都市計画名護市公共下水道「２.排水区域」を次のように変更し、「４．その他施設」にし尿受

入れ施設を次のように追加する。

１. 名 称 名 護 市 公 共 下 水 道

２. 排 水 区 域

「排水区域は総括図表示のとおり」

（備考） 面積 約 1,220ha （うち処理区域 約 1,220 ha ）

４．その他施設

【区域は計画図表示のとおり】

変 更 理 由

本市の下水道事業は、公衆衛生の向上と公共水域の水質保全を目的に、昭和４９年に都市計画決定され、

現在まで 765ha の都市計画法事業認可を得て、今日まで市街地の整備を進めているところである。

近年、用途未指定地域での宅地開発及び宿泊施設等の建築が進み、それらの地域発展に伴い生活排水等の

増加が予想されることから、生活環境の改善、水質保全等に努めるべく、排水区域の拡大を行うものである。

また、名護市衛生センターにおいては、１市３村(名護市、国頭村、東村、大宜味村)からし尿及び浄化槽

汚泥を受け入れているが、昭和 48 年の供用開始から 49 年が経過しており、施設の老朽化が進み更新時期に

きている。更新の方針を検討した結果、汚泥処理全般の効率化を図るため、下水道とし尿及び浄化槽汚泥等

の処理を一元化することが最も合理的であったため、名護下水道処理場内にし尿受入れ施設を建築し、名護

下水処理場へ投入することとする。

名 称 位 置 備 考

名座喜原中継ポンプ場 名護市字宮里名座喜原 約 380 ㎡

港中継ポンプ場 名護市港２丁目 約 300 ㎡

名護下水処理場 名護市港２丁目 約 26,100 ㎡

し尿受入れ施設 名護市港２丁目（名護下水処

理場内）

し尿処理機能追加

約 570 ㎡






